
学校運営協議会 第 1回会議 議事録 

 

日 時：令和４年６月５日(日) 14:30～16:30 

場 所：浜松湖北高校 佐久間分校会議室 

出席者：委 員 坂口 健 様    校 長 大澤 貢 

    委 員 邑瀬三男 様    副校長 望月俊和 

    委 員 大見拳也 様    教 頭 奥村友介 

    委 員 坪井俊介 様 

 

【開会】 

１ 校長挨拶 

２ 学校運営協議会説明〔事務局〕 

３ 委員任命及び自己紹介 

４ 会長及び副会長選出 

 ・推薦又は立候補 ⇒ なし 

 ・事務局提案「会長に坂口委員、副会長に邑瀬委員」⇒ 承認 

５ 文化祭見学 

６ 議事 

 （1）本校の近況 

  〔事務局説明〕スクール・ミッションについて 

         佐久間分校の現状について 

  《委員質問・意見》 

   ・大学入試には総合型、学校推薦型、一般があるが、状況はどうか？ 

    地域総合類型では良い取り組みをしているので、進学にも活かしたい。 

     (事務局)様々である。学年と進路が連携し生徒に合った形で指導。 

         類型の絡みがあるが、その他の指導と連携していきたい。 

   ・「地域学」は進学生徒にも役に立つ。全員履修にしては？ 

    各教科につながる要素があり、やり方次第ではないかと思う。 

     (事務局)類型に分かれており、受験対応の必要性からも現状では難しい。 

         部活動や長期休業中などで対応が可能かもしれない。 

   ・中山間地域の問題に各大学が注目。実体験は面接等での発言の厚みに繋がる。 

   ・地域総合類型の進学は？ 

     (事務局)就職や専門学校への進学がメインである。 

         四年制大学進学は不可能ではないが、受験対応のカリキュラムではない。 

   ・地域を学ぶことは四年制大学進学者にも必要である。 

     (事務局)カリキュラム上難しいが、ＬＨＲや総合等で対応できるのではないか。 

   ・地域の取り組みは継続性が重要である。現状は単発の取り組みが多い。 

    寮や下宿の確保など、学校の問題などに生徒が関わればいいと思う。 



 （2）学校経営計画について 

  〔事務局説明〕学校経営計画について 

  《委員質問・意見》 

   (事務局補足)本年度入学生より各教科の評価方法が変わっている。 

         テスト重視傾向から、３つの観点での取り組みの評価に変わっている。 

   ・中学校と同じような形であるか？ 

     (事務局)その通りである。年次進行で実施していく。 

   ・３観点のウエイトは？ 

     (事務局)３観点は同じウエイトである。暗記から思考重視へと移っている。 

  〔事務局〕学校経営計画「目指す学校像」提案 ⇒ 承認 

 

７ 意見交換 

《委員質問・意見》 

  ・協議会の内容をどのように学校運営に反映させるのか？ 

    (事務局)会議の内容を踏まえ、管理職や各分掌課長と取り組んでいく。 

  ・意見等に対する回答は？ 

    (事務局)今後、随時口頭で報告していきたい。 

  ・魅力的な取り組みをしている。もっとＰＲできれば良いのでは。 

   いろいろな子供がいるので、個別指導の充実は魅力的である。 

 

８ 連絡事項〔事務局〕 

 ・第２回以降の予定について 

   第２回：９月下旬、第３回：11月前半、第４回：２月前半 

 ・６月公開授業週間について 

 

【閉会】 

 


